
【三重県の状況について】

〈トピックス〉

　個人消費：一部で弱い動き

　住宅建築：横ばい

　設備投資：横ばい

　公共工事：弱含み

　輸出入：底離れしつつある

　生産活動：持ち直し

　雇用情勢：拡大傾向
11月の有効求人倍率（季調済）は1.44倍で、43か月連続で1倍を超える

12月の貨物自動車販売（普通＋小型＋軽）は、前年比12.2％増

12月の公共工事請負件数は、前年比21.9％減となり３か月連続で減少

11月の県内３港の通関輸出額(速報)は、前年比10.2％増

10月の鉱工業生産指数（季調済）は130.4となり、前月比5.7％上昇

◆2004年～2006年期及び2007年～2009年期は産業構造の変化が三重県経済に影響を
与えていたが、2010年～2013年期ではほとんど影響を与えることがなく、地域にお
けるインフラの充実度等がプラス成長への要因となってきている。
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三重県経済成長率について

[現在の景気] ：横ばい圏内の動きから抜け出しつつある。個人消費は一部に弱い
動きがみられるものの、生産は持ち直し、雇用は拡大傾向。

[当面の見通し]：緩やかに持ち直す見通し。生産、設備投資の持ち直しが期待さ
れ、雇用は高水準を維持する。

いなべ市は、12月、新名神高速道、東海環状自動車道の整備を見据えて、2020年ま
でに、工業団地を新たに２か所以上、造成することを明らかにした。同市は、両高
速道の整備により愛知県と関西、北陸の結節点として工場立地の優位性が高まる。
2018年度には市内に東海環状道のI.C.が開業する予定。道路網の整備を見据え、ヤ
マザキマザックや食品パッケージの製造メーカーなどが工場建設を進めている。

11月の家計消費支出（津市・二人以上）は3.1％減で６か月連続の減少

11月の住宅着工戸数は、前年比13.1％減で２か月ぶりに減少


